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オーム社 技術総合誌「OHM」2007 年 10 月号 掲載 
（下記は「OHM」2009 年 3 月号の別冊付録「IT のパラダイムシフト Part Ⅱ」に収録されたものです） 

 

新聞がなくなる？ 
 

酒井 寿紀 （さかい としのり） 酒井 IT ビジネス研究所 

 

発行部数が減る一方 
最近、米国で新聞の先行きを危ぶむ声が多

い。例えば、2007 年 5 月にマイクロソフトの

ビル・ゲイツが広告業者を集めた会合で、5
年後には新聞はすべてインターネットになっ

ているだろうと言ったという。1) また、“ビ

ジネスウィーク”2007 年 7 月 23 日号の記事

では、“サンフランシスコ・クロニクル” が
真っ先に印刷をやめるだろうと名指しされた。
2) いったい米国の新聞はどうなっているのだ

ろうか？  
米国の“エディター・アンド・パブリッシ

ャー”の統計によれば、米国の日刊紙の発行

部数は 1990 年ごろから減り続け、2005 年ま

でに累計で 14%程度減少している。特に最近

の減り方は顕著で、2006 年 4～9 月には前年

同期比で 2.8%減少している。3) 一方、ニール

セン・ネットレイティングスの統計によれば、

2007 年 4～6 月のウェブ新聞の閲覧者数は、

平均月当たり 5,900 万人で、前年同期比 7.7%
の増加だという。4) 
ウェブ新聞の収入はまだ少ないが、このよ

うに近年の増加率が高いので、各新聞社は紙

媒体の新聞の減収をウェブ版でカバーしよう

として四苦八苦している。その状況を見てみ

よう。 
 

有料か、無料か？ 
ニールセン・ネットレイティングスの統計

によれば、“ニューヨーク・タイムズ”のウ

ェブ版の 2007 年 2 月の閲覧者は約 1,300 万

人で、ウェブ新聞としては最大である。5) こ

のウェブ版で、1 週間以内の記事は無料で読

める。それ以前のものを読むには月 7.95 ドル

（約 920 円）かかる。ウェブ版を有料にする

か否かは、どの新聞社にとっても大きな問題

である。有料にすれば、その分の収入は増え

るが、閲覧者が減るので広告料収入が減る。

そのため、多くの新聞社はウェブ版を無料に

している。2007 年 8 月、“ニューヨーク・ポ

スト”は、“ニューヨーク・タイムズ”もす

べて無料にすることにしたと報道した。6) 
無料のウェブ新聞が多い中で、例外は“ウ

ォールストリート・ジャーナル”である。紙

媒体の購読者以外は年間 99ドル（約 1.1万円）

かかる。同紙の方針は、単なるニュースは速

報性の高いウェブにし、紙媒体はその解説や

分析の記事を中心にするというものだ。つま

り、紙媒体とウェブを競合するものではなく、

補完するものとして位置付け、両者を同時に

利用してもらうことを期待している。“ロサ

ンジェルス・タイムズ”も同様の考えである。

しかし、このような考えが読者にどれだけ受

け入れられるかは疑問である。紙媒体の購読

を中止し、無料か安いウェブ新聞だけで十分

と考える人も多いだろう。 
“ウォールストリート・ジャーナル”のウ

ェブ版は、株価の詳細情報を無料でリアルタ

イムに提供している。同様の情報は、他のサ

イトでも無料で見ることができるので、もは

や有料にする意味はないのだろう。いずれに

しても、株価の情報を半日遅れで紙媒体で提

供する時代は終わった。 
 

新聞記者にも映像の教育 
ニュース・サイトの閲覧者は、事故や事件

の現場の映像を見たいし、政治家の演説のさ

わりの部分を聞きたい。これらの映像をテレ

ビ会社のニュース・サイトでは見られるのに、

ウェブ新聞では見ることができなければ、閲

覧者はテレビ会社のサイトに行ってしまう。

そのため、“ワシントン・ポスト”や“ロサ

ンジェルス・タイムズ”では、記者や編集者

が映像を扱う訓練を受けているという。 
今後はウェブ新聞にもどんどん映像が取り

入れられ、テレビ系のニュース・サイトとの
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差があまりなくなるだろう。従来、新聞とテ

レビは別の戦場で戦っていたが、ウェブの世

界では閲覧者をもろに奪い合うことになる。

今後の新聞記者は原稿を書くだけでなく、映

像も扱わないといけないので大変だ。 
 

ビジネスモデルの見直しが必要 
“サンフランシスコ・クロニクル”は、経営

建て直しのために 25%の人員削減を実施した

という。そして、新聞やジャーナリズムの経

験はないが、ウェブの業務経験が豊富な女性

を副編集長に任命した。彼女の使命はウェブ

と紙面の垣根を取り払い、両方を同時に制作

する体制を確立することだという。7) 今後、

このような方向を目指す新聞社が増えるだろ

う。 
米国の新聞の特長は地方紙が多いことであ

る。“ワシントン・ポスト”も“ロサンジェルス・

タイムズ”も、紙媒体の購読者はごく限られた

地域の住人である。ところが、ウェブ版につ

いては、“ワシントン・ポスト”の閲覧者の 90%
がワシントン以外で、“ロサンジェルス・タイ

ムズ”の閲覧者の 77%が南カリフォルニア以

外だという。8), 9) そのため、紙媒体の新聞の

広告主が期待している読者とウェブ版の閲覧

者には大きなずれがある。したがって、地方

紙の新聞社は、ウェブ版について新たな広告

主の開拓を迫られることになる。 
ウェブ新聞は配送の費用がかからない。全

世界から同じように閲覧できる。そのため、

地方紙にとって、より深刻な問題は、従来持

っていた存在意義がなくなることである。国

際問題や国内全般の問題は、強力な取材網を

備えたウェブ新聞を読めばよく、何も地方紙

に配信してもらう必要はないからだ。したが

って、今後ウェブ化した地方紙は、従来以上

にローカルな問題を中心に扱うようになるの

ではないだろうか？ 
米国と日本の新聞の事情には異なる点もあ

るが、紙媒体とウェブの関係については基本

的に同じである。したがって、先行している

米国の動きをよくウォッチする必要がある。 
「OHM」2007 年 10 月号 

 

［後記］ 米国の日刊紙の発行部数はその後

も減り続け、2007 年 4～9 月には前年同期比

2.5%減少したという。一方、ニールセンの統

計によれば、新聞のウェブサイトの訪問者は

2008年第1四半期には前年同期比12.3%増加

したという。 
“ニューヨーク・タイムズ”は 2007 年 9

月にオンライン・サイトの無料化を正式に発

表した。 
唯一有料サービスを継続している“ウォー

ルストリート・ジャーナル”は、2007 年にニ

ューズ・コーポレーションに買収され、無料

化についても検討中と報じられた。 
このように、新聞の提供媒体の紙からネッ

トへの流れはその後も止まらない。 
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